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【評価】 「達成度」 Ａ：達成できた（８割以上）  Ｂ：ほぼ達成できた（６～７割）Ｃ：あまり達成できなかった（４～５割） Ｄ：達成できなかった（３割以下） 
           保護者、教員アンケートによる評価＜Ａ～Ｄの４段階評価の内、ＡとＢ合計の割合＞  達成できた（８割以上） ほぼ達成できた（６～７割） あまり達成できなかった（４～５割） 達成できなかった（３割以下） 
 

                  （教）教務部 （総）総務部 （学）学習・研修部  （生）生徒部 （保）保健体育部 （進）進路部 （研）研究部 （相）相談部 （情）情報部  （小）小学部 （中）中学部 （高）高等部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の重点１ 授業の力量と専門性の向上～一人一人に応じた指導・支援の充実～ 

項  目 具体的方策・評価指標等 達成状況 
達成度 
評価項目 

課題及び改善策 

 

①一人一授業研 
 

○授業力向上を目指し、一人一授業研
を実施する。指導案を作成、事後研
究会を実施し、教員間の話し合いと
管理職からの助言を行う。（研） 

 

○公開研究会又は実践研究会で全員が授業研を行い、事
後指導では管理職が助言した。（研） 

 
 
 

 Ａ 
保護者２ 

保護者３ 

教 員３ 

○授業後に事後研究会を設定することが難しか
った。（研） 

○お互いの授業を見合う機会が少なかった。 
○公開研究会では、新学習指導要領についての講
演会を設定したことで内容は充実できたが、当
日の日程が慌ただしかった。(研) 

②ミニ研修会の計画・実施 

 
 
 

○本校職員が講師となり、希望制や学
部単位の本校職員のみを対象とする
研修会を計画・実施する。 

 

○外部講師を招聘し、各分掌部、各学
部の計画で専門性向上のための研修
会を企画、実施する。 

○職員の関心の高い内容や学部で必要とする研修会を実
施した。 

 ・７月１１日：音楽科の実践紹介 
 ・１２月７日：行動面での課題のある子どもの支援 
 ・７月３０日：チャレンジタイムの実践紹介（小） 

中学部の進路について（中） 
生徒指導について（高） 

○外部講師を招聘しての研修を実施した。 
・ ７月２７日：自閉症スペクトラムの特性に応じた

指導についての研修 
・ ８月２０日：卒業後の生活についての研修 
・１１月３０日：新学習指導要領に対応した学習につ

いての研修 
・１２月２０日：作業療法の視点からの指導法の研修 
・各個人で参加した研修会の報告を実施した。 

 Ａ 

保護者５ 

保護者８ 

教 員５ 

教 員 10 

 

 
○発達検査のやり方や各種研修会参加の伝達な
ど年間計画を立てながら実施する。（学） 

 
○各分掌部や各学部で研修会を企画したが、年間
を通して、授業の力量と専門性の向上を図るた
めの研修内容の計画が必要。 

○講師招聘の研修会については、学習・研修部で
管理職と相談しながら年間計画を作成する。 

                   （学） 

③個別の指導計画、個別の教
育支援計画の活用 

○「個別の指導計画」の記入内容を検
討する。（教） 

○新学習指導要領に対応した記載内容
を検討する。（教） 

○個別の教育支援計画に、本人・保護者と合意形成した
合理的配慮について枠を追加して記載した。（教） 

○個別の指導計画の記入内容を検討することで、目標・
支援の手立て・評価等をより具体的に考えることがで
きた。（各学部）(教)(学) 

 

Ａ 
保護者３ 

教 員４ 

○ケース会議の結果を個別の指導計画にも反映 
できるような取り組みが必要。（教）（相） 

○集団での指導の時、個に応じた指導・支援につ
いてもう少し工夫が必要（各学部） 

○資質・能力の観点から、知識・技能等について
の記入内容の検討。（教） 

④ケース会の計画・実施 ○月１回のケース会議を設定し、相談
部を中心に、各学部で必要に応じて
ケース会を実施する。(相) 

○いじめを早期に発見し対応する。 

              （生） 

○相談部で各担任から指導上困っていることなどの情報
を基に、ケース会を実施した。（相） 

○いじめ発見アンケートを年２回実施するとともに、日
常的に教職員で情報を共有し、必要に応じてチームで
対応を検討した。 

 A 
保護者７ 

教 員 10 

教 員 14 

○児童生徒の情報共有の観点から、ケース会をさ
らに有効活用できる内容の工夫。（相） 

○保護者からの相談にも担任が答えられるよう
なケース会の工夫。（相） 

○いじめについては、早期発見に努める。（生） 

今年度の重点２ 教育環境の有効な活用による指導の充実～山形聾学校、地域との連携強化～ 

項  目 具体的方策・評価指標等 達成状況 
達成度 
評価項目 

課題及び改善策 

 

①交流及び共同学習の充実 

 

 

 

 

 

○居住地校交流を計画し実施する。 

              （小） 

○東北文教大学との交流及び共同学習
を計画し実施する。（小）（中） 

 

○山形県立山辺高等学校との交流及び
共同学習を計画し実施する。 

（高） 

○保護者に希望調査を行い、小学部児童６名延べ９回実
施した 

○魅力あふれる特別支援学校づくり事業を活用し、小学
部では年１回、中学部では年３回、東北文教大学学生
との交流及び共同学習を実施した。 

○山形県立山辺高等学校福祉科生徒３５名との交流及び
共同学習を実施した。 

Ａ 
保護者６ 

教 員８ 

 

○居住地校交流の取り組みをさらに進めるため
に、保護者への情報提供を工夫する。（学）（小） 

○東北文教大学との交流及びを継続し、年間計画
に位置づけながら、より充実させる。 

（学）（小）（中） 

○事前にメッセージカードの交換等を行うなど、
お互いを良く知り合える工夫。（高等部） 

 

②共有施設等の有効活用 

 

 

 
 

 

 

 

○日常的に分校と連絡・調整を行い、
スクールバスの有効活用と交流学習
や行事等の計画を行う。  （教） 

 
○山形聾学校と適宜連絡・調整を行い
共有施設の有効活用、交流学習や行
事等の計画を行う。 （教） 

○分校との教務主任会、小学部主任会を行い課題につい
て共通理解、調整を行うことができた。また、３校合
同で学年の打ち合わせを行い、次年度の交流活動の計
画等を立てることができた。 

○三校合同学習等では、合同練習や事前学習を含めて、
担任同士で連携を図り充実した交流ができた。 (小) 

○月１回山聾との連絡会、適宜連絡を取り合い調整を図
ることができた。(教) 

○山形聾学校所有の遊具について、授業への影響がない
時間帯を調整し、本校児童も使うことができるように
した。（教） 

Ａ 
保護者２ 

教 員２ 

教 員 15 

○三校の児童数の増加に伴い、運動会や交流活
動内容の見直しを行う(小) 

○今年度の反省を踏まえて、交流活動としてふ
さわしい場所、内容について吟味していく。 

○定例会を継続すると共に適宜連絡を取り合い、
調整を図っていく。（教） 

○山形聾学校の児童生徒の授業に影響が出ない
ように配慮しながら、山聾所有の遊具等を利用
できるように、利用可能な時間帯や回数につい
て調整していく。（教） 
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③地域、関係機関の資源活用 

 南山形地域との連携強化 
 

○地域人材の講師を招聘し、伝統芸能
の城山太鼓を学ぶ学習を実施する。
             （高） 

 
○南山形地区文化祭に参加する。 

（高） 

○山形市なかよし作品展や山形県特別
支援学校作品展等に出展する。 

（学） 
 
○山形霞城セントラルやイオンモール
山形南でバザーを行う。 

（中）（高） 
○福祉関係者を招聘し、福祉制度や進
路指導に関する研修会を実施する。 

            （進） 

○１０月２７日（土）に高等部２年生２３名が、城山太
鼓の学習を行った。 

 
○１０月２７日（土）に高等部３年生１０名が南山形地
区文化祭に参加し、ステージ発表を行った。また、高
等部作業製品の展示を行った。（高） 

○ 計画的に取り組み、各種作品展に出展した。（学） 
 ・山形市なかよし作品展（１３点 ３８名） 
 ・山形県特別支援学校作品展（３点 １７名） 
○中学部は山形霞城セントラル、高等部はイオンモール
山形南でバザーを実施した。（中）（高） 
 
○山形市内の就業・生活支援センターや山形県立保健医
療大学、ＦＲ臨床研究所から講師を招聘し、研修会を
実施した。（相）（進） 

Ａ 
保護者５ 

教 員８ 

教 員 11 

○来年度１０月２６日（土）は高等部のみ授業日
にしているので、高等部１年生も何らかの行事
への参加を検討する。（高等部） 

○作品展の時期が重なるときもあるので、造形的
な学習を年間計画に位置づけ、無理なく出展で
きるようにしていく。（学習・研修部） 

○生徒一人一人が充実した活動ができるように、
グループ編成や販売活動のやり方を工夫する。 

            （中）（高） 
○医療、福祉、労働関係者とのネットワークをさ
らに強くし、本校に必要な情報を整理し、計画
的に講師を招聘し、研修会を行う。 

（相）（進）（学） 

今年度の重点３ 危機管理意識を持続し、安心安全な学校の実現 

項目 具体的方策・評価指標等 達成状況 
達成度 
評価項目 

 

①避難経路、避難訓練の実施
による安全の確保 

 

 

 

 

 

 

 

○山形聾学校と連携を図り、避難訓練
や研修会を実施したり、危機管理の
体制を整える。（保） 

 
 
○月１回の安全点検を実施する。 
 
 

○山形聾学校との合同避難訓練を２回実施した。また、 
避難訓練や不審者対応訓練等を実施した。（保） 

○学校安全マニュアルを見直し、災害発生時の下校につ
いて、保護者か放課後等デイサービス事業者か事前に
分かるようにした。（保） 

○毎月安全点検日を設定し、校舎内外の安全、防犯ブザ
ーの確認等安全な教室環境等の点検を行った。（保） 

○塩素系洗剤やシャボネットなどの置き場所を明記した
校内図を作成し、管理の徹底を図った。（保） 

Ａ 
保護者１ 

教 員６ 

教 員７ 

○山形聾学校との合同避難訓練では、出火場所に
よる避難場所や両校避難完了後の人員確認の
方法についてさらに工夫していく。（保） 

○災害発生時の下校方法について、保護者、送迎
サービス事業所等と確認していく。（保） 

○定期的な安全点検を実施する。（保） 
 
○塩素系洗剤などの管理について、管理方法につ
いてさらに検討する。（保） 

②アレルギー対応、単独通学
生の安全指導 

 

 

 

 

 

 

○アレルギー対応マニュアルを作成し
保健指導研修会、生徒指導研修会を
実施し、安全指導の充実を図る。 

○熱中症やインフルエンザ予防の具体
的な対策を工夫する。（保） 

 
○定期的に通学指導を実施する。 

（生） 
 
○ヒヤリハット事例を蓄積する。 

（保） 

○始業式前に教職員が児童生徒の情報を共有し、安全に
学校生活を送れるように、保健指導研修会や児童生徒
理解研修会、安全指導説明会を実施した。（保） 

○熱中症やインフルエンザ予防について、保健だよりで
お知らせするとともに、校内の消毒などインフルエン
ザ対策を行った。（保） 

○単独通学生への通学指導の定期的な実施により、登下
校時のマナー指導などに生かすことができた。 

（生）（高） 
○情報モラルに関する指導を定期的に行った。（生） 
○ヒヤリハット事例については、蓄積が十分にできなか
 った。（保） 

Ａ 
保護者１ 

教 員７ 

教 員９ 

 

○通学路安全マップを作成し、通学時の安全指
導に生かす。（生） 

○教員間で食物アレルギー調査の流れについて
周知し、計画的にアレルギー対応マニュアル
を作成する。（保） 

○インフルエンザ等の感染症について、感染拡
大を防ぐ対策を工夫する。（保） 

○単独通学生の会を定期的に実施し、乗車マナ
ー等についての指導を適時行う。（生） 

○情報モラルに関する指導を生徒部と協力して
行う。（情） 

○ヒヤリハット事例の記入方法の工夫と周知に
努める。（保） 

③授業参観、各種行事を通し
た開かれた学校 

○学部ごと授業参観週間を設定する 

○「むらとくまつり」を開催し、保護
者や地域の方々に学習の様子を紹介
する。 

○学校公開等を実施し、本校への理解
を深める。 

 
 
 
○保護者へ福祉や進路についての情報
を伝える。 

○年１回の授業参観週間を設定し実施した。 
○小学部では１年生保護者を対象に給食試食会及び説明
会を計画実施した。（小） 

○１１月２日（金）に「むらとくまつり」を実施し、保
護者や地域の方々等約３００名の参加があった。 

○９月７日（金）に学校説明会を実施し、福祉関係者等
１３０名の参加があった。 

○６月１５日（金）に高等部入学選考に係る学校公開を
実施し、山形市、上山市、中山町、山辺町の中学校３
年生徒及び保護者、教員が参加した。 

○進路だよりや研修会、学部だより等で情報を伝えた。 

Ａ 
保護者４ 

保護者５ 

○年１回の授業参観週間では少ないとの保護者
の声があり、授業参観の設定について検討す
る。 

              （教）（各学部） 
○「むらとくまつり」は金曜日に実施したが、土
曜日開催の方向で検討する。（教） 

○学校説明会では、高等部生徒が主体的に活躍で
きるような方法を検討する。（教）（高） 

○保護者への情報提供について検討し、より開か
れた学校運営への工夫をする。（各学部） 

④働き方改革の取組による職
員の健康の保持増進 

○業務の改善を図りながら、時間を創
出する取り組みを進める。 

○月２回の定時退校日を設定する。 

○グループウェアを活用したことにより、会議の精選を
図り、教材研究や事務処理の時間を確保した。 

                   （教）（情） 
○隔週で水曜日と金曜日に定時退校日を設定した。 

 （教） 
 

Ｂ 
保護者９ 

教  員 12 

教  員 13 

教  員 16 

○会議の精選と運営についてさらに工夫改善し、
教材研究、事務処理の時間を確保し、児童生徒
と向き合える時間を多くする。（教） 

○定時退校できるように業務の効率化を図ると
ともに業務スケジュールを見直す。 

（各分掌部）（各学部） 
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必
要
な
知
識
や
技
能
、
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考
力
、
判
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力
、
表
現
力
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
が
受
け
身
で
な
く
主
体
的
に
す
す
ん
で
学
び
身
に
つ
け
る
日
々
の
授
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
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表
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こ
ど
も
た
ち
が
受
け
身
で
な
く
主
体
的
に
す
す
ん
で
学
び
身
に
つ
け
る
日
々
の
授
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
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卒
業
後
の
生
活
の
中
で
、
暮
ら
す
こ
と
や
働
く
こ
と
、
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
な
ど
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
育
て
て
い
き
ま
す
。 

     

＜学校評議員会より＞ 
・不登校や要支援家庭の児童生徒の支援について、福祉関係との連携をしていくことが大切である。 

・自閉症の児童生徒が増えている。知的障がいを伴う自閉症児への指導について考えていかなければならないのではないか。 

・発達障がいの概念が出てからまだ１０年程度。発達障がいへの理解はまだ不十分なので理解啓発が大切である。力を発揮できる支援が必要である。 

・就労に向けて、働ける環境づくりと子どもの適性をどう職業に結び付けられるかが大切である。 

 


